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東京スローオフで前半スタート。茨城が15番のサイドシュートで先制するも、すかさず東京も8
番のポストシュートで反撃。その後、一進一退の攻防が続く。試合が動き出したのは前半7分
40秒、茨城15番の退場をきっかけに東京は4番のカットインプレー、速攻、2番のサイドシュート
と3連続得点をし、9－5の4点差リードとなった。茨城はすかさずタイムアウトを要求。その後、2
番のカットインプレーで3点差とするも東京は堅い守りからの速攻で点差を広げる。またGK16
番の好セーブもあり、前半15－7の東京リードで折り返す。
後半スタートは、茨城4番のカットインプレーでスタートした。両チームとも多彩な攻撃で着実に
得点を重ね、後半立ち上がりは互角な展開となった。後半10分過ぎから終始豊富な運動量を
生かした東京が茨城のミスを誘い速攻に転じ、15分には27－16とリードが開いた。茨城も2回
目のタイムアウトを要求するが、東京4番の攻守にわたる活躍が光り、32－20で東京が決勝
へと駒を進めた。
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